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論文内容の要 t::. 目
枯草菌を含む，バチ jレス属の細菌は，栄養条件が悪化すると，胞子を作り休眠することが知られてい
る。この胞子形成過程は，古くから，細胞の分化の一つのモデル系として，興味を持たれ，広汎に研究
されて来た。また，乙の過程中に産生される抗菌性物質は，胞子形成となんらかの関係があるものと示
唆されて来たが，明確な結論を得るまでに至っていない。胞子形成と抗菌性物質の産生との相関性を研
究するためには，遺伝学的，生化学的に良く研究されている細菌を使用することが，必須と考え，私は，
枯草菌 168 株を利用して，胞子形成能と抗菌性物質の産生能，および，その胞子形成への作用との関係
を研究することを計画した。乙の菌の抗菌性物質については，まったく分っていなかったので，まず，
構造解析を行い，続いてそのものの生理的作用等を研究する乙ととした。
菌を胞子形成培地で培養し，その培地からブタノール抽出，セファデクスLH-20ゲル炉過，薄層クロ
マトグラフィ一等によって，サチロシン A と命名した抗菌性物質を，約 7 割の収率を持って分離，精製
した口乙れは，疎水性ペプチドで，アミノ酸分析，質量分析の結果から，分子量 3398.9.32残基の普通
のアミノ酸と 2 残基の未知成分より構成されている乙とが分った。グラム陽性菌 lζ対し抗菌活性を有し
た。アミノ末端，カ jレポキシ末端はブロックされており. D-アミノ酸，糖は含まれていなかった。全
アミノ酸配列は，キモトリプシン，サーモライシン消化物，および，酸水解物をエドマン分解法を利用
して配列決定する乙とによって決定した口分子内架橋構造に関する実験から，システインー19とグルタ
ミン(又は，グルタミン酸) -28の間で，まったく新しい結合を発見した。また，アミノ末端とカルボ
キシノレ末端が結合している乙とも分り，サチロシン A は環状ペプチドであると言うことが分ったロサチ
ロシン Aの産生は，栄養増殖停止後，胞子が出現するまでに起り，それは主に培地lζ分泌される口 1 リ
??
ット jレ当り最大 8 聞のサチロシン A の産生がみられる。胞子形成誘導剤のデコイイニンや胞子形成能欠
損変異菌を用いたサチロシン Aの産生と胞子形成との相関性に関する実験は，これらの聞には相関性が
ない乙とを示した。また，タンパク質合成阻害剤. RNA合成阻害剤が，サチロシン Aの合成を阻害す
る乙とより，多くの抗菌性ペプチドと異なり，メッセンジャー RNA- リボソームに依存した合成機構
で合成されるものと考えられる。サチロシン Aの産生は，グルコースによっても抑制される。サチロシン
様抗菌性物質の産生は.Bαcillus nαtto およびB. subtilis A TCC6633でも見られた。
論文の審査結果の要旨
パシラス属の細菌は炭素源や窒素源が緬渇すると，栄養増殖を止め，胞子形成を行うと同時に，種々
の抗菌性物質を産生するが，胞子形成能が遺伝子の変異によって失われると，それらの産生能も失われ
るので，両者の間には，密接な関係が存在するものと考えられてきた。しかし実際には乙れを支持する
或いは反対の相反する結果が得られて居り，未だに明確な結論は出ていない。
馬場崎君は遺伝学的に最もよく研究されている枯草菌 168 株を用いてこの点を明らかにしようと考え，
先ずその産生する抗菌性ペプチドの研究に着手した。この株は約10種の抗菌性ペプチドを産生するが，
その中，特に対数増殖期末期から定常期初期にかけて産生される抗菌性物質に注目し，分離，精製した。
このものは，分子量 3400. アミノ酸残基32箇よりなるペプチド性抗菌性物質であることが判明し，そ
のアミノ酸配列を決定し サチロシン A と命名した。サチロシン A の N末端は未知のグループでマスク
されて居り，更にそれがC末端と結合していること，又分子中の19番目のシステインが未知のグループ
を通して28番目のグルタミン(或いはグルタミン酸)と分子内架橋構造を作っていることも明らかにし
た。
サチロシン Aの産生はクロランフェニコー Jレ，カナマイシン， リファマイシン等の蛋白質，核酸合成
阻害剤で組害されることにより，グラミシジン s.チロシジン等の抗菌性ペプチドとは異なり，蛋白質生
合成系で合成されるものと結論した。又種々の胞子形成能欠損変異と胞子形成誘導剤，デコイイニンが
及ぼすサチロシン A産生能に対する影響からは，胞子形成とサチロシン A産生との間の相関関係は見出
されなかった。
以上，馬場崎君の研究は遺伝学的，生化学的に広く研究され乍ら，その抗菌性物質については何等の
知見も得られていなかった枯草菌 168 株の抗菌性ペフ。チド，サチロシン Aの構造を明らかにし，それが
multienzyme thiotemplate mechanism ではなく蛋白質生合成系で合成され，更に胞子形成能との相関
関係をもたないことを明瞭に結論づけたもので，理学博士の学位論文として十分価値あるものと認める。
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